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Iはじめに

八郎潟の鳥類相に関する報告は，井上・西出(1965）

が最初であり，つづいて秋、県の委託事業として秋田

県野鳥の会が実施した秋田県鳥類分布調査(1)(1972),

同(5)(1976),同(6)(1977),同(7K1978)および岸(1985)

があげられる。これらの報文に記録された全鳥類は，

40科169種におよんでいる。

筆者は，ガンカモ類の渡来地として知られている八

郎潟の，干拓後に残された最大水域である八郎潟調確

池に焦点をあて，ここに生息する鳥類について調査し

た。したがって，鳥類の多くは，水鳥および水辺の烏

であり，他は，堤防の緑地帯に生息する草原性の鳥類

などである。通年調査により，同地内の鳥類について

若干の知見を得たので，ここに報告する。

起稿にあたり，終始懇篤なご指導を賜り，論文校閲

の労をとられた秋田大学教育学部教授小笠原員博士

に心からお礼申しあげます。

Ⅱ調査地の概要

かつては琵琶湖に次いで本邦第2の水面域をもった

八郎潟も，1964年には干拓され，現在は，八郎潟調整

池をはじめ，東西の承水路や中央幹線排水路など，わ

ずか4,795mが水域として残されているにすぎない。

しかも，日本海に通じる船越水道を遮断するかたちで

設置された防潮水門により，海水の流入が少なくなり，

潟の水質は，徐々に淡水化している。

調査地である八郎潟調整池は，図1に示すように，

かつての八郎潟の南部がそのまま残された水域であり，

最深部で約3mと比較的浅く，底にはヘドロと称され

るシルトおよび粘土などが厚く堆積している。湖岸は，

図2にみられるように，干拓時に敷設された大形の砕

石が水|際と接し，部分的にヨシなどが繁茂している。

その外側は，コンクリートの堤防，さらに堤防のり面

緑化のために捕裁された草地が続いてL､る。調整池は，

農業用水を確保する水源地であるばかりでなく，干拓

以前から続L,た内水而漁業の操業地でもある。したか

って，船外機をつけた潟船が往来するほか，随所に漁

網が張りめぐらされている。

Ⅲ調査方法

調沓は，図lに示すように，八郎潟調整池北側の堤

防沿いに，大潟橋から南部排水機場までのlOkm間を，

1km毎に11か所の観察点を定め，堤防際の草地から湖

面までに出現するすべての鳥類を記録しようと，：毎月

下旬に1回，1月・2月の結氷期を除く1986年9月か

ら1987年12月まで実施した。なお，湖面の調査域は，

図1に示すように，堤防からの直線距離で約Ikra以内

とした。これは,湖上に生息する水鳥の識別が可能な範

囲と考えたからである。あらかじめ地図上に区域を定めた

後，20倍の望遠鏡(CartonSPOT60MODELN0.880)で

距離を特定し，確認しながら実施した。

鳥類の識別および個体数の算定にあたっては，9倍

の双眼鏡と20倍の望遠鏡を併用した。

Ⅳ結果と考察

調査結果の整理にあたっては，次のように処理した。

結氷期の1．2月を除く9月から翌年12月までの調査

ではあったが，鳥類の季節的な変化を連続的にとらえ

るため，3月から始まり12月をもって終了するように

した。しかし反面，9～12月の結果は，2か年分2回

＊本稿の一部は,1987年11月29日，秋Ill生物学会におL,て発表した。
＊＊秋田県立博物館
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の調ft結果になり，出現個体数を比鮫するうえで繁雑

になる。そこで，便宜的に個体数をIN分に平均化し，

小数点以下の数値は切り上げることにした。

1．鳥類相の概要

調代期間中に確認した烏頬は，炎lに示すように，

251;|･74種である。これらの鳥類は，湖[fll,湖岸，堤防

I際のV地のそれぞれの自然環境によって，おおよそ特

徴づけられる。表2に示‐すように,iZに湖miおよびそ

の上空で観察した烏顛は，カイツブリ類，ガンカモ頬，

カモメ類などの5f:'28種であり，主に湖岸で観察した

鳥類は，サギ類，シギ・チドリ類，トビ，カラス頬な

どの131429柿て電ある。他の17種は．主に堤防際の'V'地

て認めたキジバト，ヒバリ，カワラヒワ，ムクドリな

どである。

日本海に接uかつ馬場Illllや豊川などの流人,"1)11

を有する八郎潟の地形的な特徴から，湖iftiおよび湖岸

ｏ
皇
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図2調確池｣上岸の状況

Fig.2Showingthephotographofthenorthernshoreinthe

で確認した鳥類は，内|潅部を主生息地にしている種類

と沿岸部から海洋部にかけてを主生息地にしている種

類が入り混じっている。

カイツブリ類の場合，カイツブリは，結氷剛を除き

通年生息し，しかも当地で繁殖する内陸性の種類であ

るが，他のハジロカイツブリ，ミミカイツブリ，アカ

エリカイツブリの3種は，個体数は少ないものの，主

に冬期に観察される沿岸性の鳥類である。

カモ類についてみれば，確I認された14種中，マガモ，

カルガモ，コガモ，ヒドリガモ，オナガガモ，ハシヒ

ロガモの6種は，陸ガモと称される淡水性のカモ類で

あり，ホシハジロ，キンクロハシロ，スズガモ，クロ

カモ，ホオジロカモ，ミコアイサ，ウミアイサ，カワ

アイサの8種は，海ガモと称される潜水性のカモ類で

ある。

カモメ類は，一応海鳥にまとめられるが，秋Ⅱl県で

は，河Illづたいに内陸部でも観察されている。当地で

も，ユリカモメ，カモメ，ウミネコの3種は，出現瀕

度の高い鳥類として観察された。なお，佐藤(1979

は，ウミネコが当地に近い男鹿市双六の弁天旧jといｵつ

れる'1,島で繁殖することを報じている。

常時出現し，留鳥として扱ってよい鳥類は，カイツ

ブリ，トビ，ハシボソガラスの3種であるが，10か月

中9か月と出現頻度の高いカルガモ、オオバン，ハク

セキレイ，スズメの4種も留鳥と考えてよい。繁殖あ

るいは繁殖していると思われる種類は，カイツブリ，

ヨシゴィ，オォョシゴィ，カルカモ，バン，オオバン，

regulatingi･eservolr

ヒバリ，ハクセキレイ，コヨシキリ，オオヨシキ'ノの

10種である。

年|川を通じて出現個体数が多い種類は，キンクロハ

ジロ，オナガガモ，カルガモ，ホオジロガモなどで．あ

るか，カルガモを除くこれらの鳥類は，生息時期が10

月から4月までの冬期間に集中している。

当地における烏相は，夏期の繁殖鳥類，冬剛のカモ

類および採餌のために飛来するトビ，カラス類によっ

て特徴づけられている。猟場として知られる八郎潟で

あることから，特にカモ類の動態についてみｵ'は，10

月と11～12月および3～4月にそれぞれ相違がある。

図3に示す月別優占種にみるように,10月は，キンク

ロハジロ，オナガガモで89.3％を占めるが,11～12月

は,ｽズかﾓ,ｷﾝｸﾛﾊﾝﾛ,ホオシロガモが,3

~4i!は，マガモ，キンクロハンロ，カルガモが優占

してL,る。キンクロハジロが当地における代表的な種

類であることもわかるが,11～12月に多く出現する種

類は，潜水性のカモ類である。さらに，表3に示す月

別総出現個体数によれば,10月か34.895羽と最高であ

るが，続く11月の890羽，12月の738ｲｲと激減している

のかわかる。これは，キンクロハシロ，オナガガモ，

マガモ，カルガモの減少が顕著であることによるもの

である。11．12月は,10月に比して，全体に個体数が

減少伽向を示すか，その反而，スズガモ，ホオジロガ

モ，カワアイサは，琳加している。これらの変化の原

因は,11月1511から始まる狩猟解禁にあると考えらｵ’

る。」W加傾lnjを示す種類に共通してL,ることは，いず
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表l八郎潟調盤池北部の鳥類iIR

Tab.lAlistofbirdsobservedonthenorthet､1，part

FamilyP0DIC1PITIDAE

1.Podicepsγ城coHisカイツブリ

2．P・凡igricollisハジロカイツブリ
3．P．α私泣如sミミカイツブリ

4．P.grisege河αアカエリカイツブリ
F・PHALACR0C0RAC1DAE

5.Pkalacrocoγα工filameniosus
ウミウ

F・ARDEIDAE

6.Ixobrychussinensisヨシゴィ

7.1.e型rhyihmusオォョシゴィ

8.Mﾉcticoγα難7zyc〃COγα範ゴイサギ

9.Butoridesstriamsササゴィ

10．BubuIcusめjsアマサギ

II.Egre此aQj6aダィサギ
12.Ardeacinereαアォサキ

F・ANATIDAE

13.Anseγ血bα〃sヒシクイ

14.Cygnuscyg況哩sオオハクチョウ

15.Anaspia妙γhyncﾉ20sマガモ

16.A・poecilorhynchαカルガモ
17.,4.creccαコガモ

18./I.penelopeヒト・リガモ
19．A．αc”αオナガガモ

20.A.clypeataハシビロガモ

21.Aythyaたγ加αホシ′､シロ

22.A・ん〃g世ルキンクロハジロ
23./I.加α『〃αスズガモ

24.Melα〃j〃α刀zgrαクロガモ

25.Bucephalacla刀9瓦Iαﾎｵジﾛガﾓ

26.Mergusalbellusミコアイサ
27.M.seγrajorウミアイサ

28.M.mergα冗se7カワアイサ
F・ACCIPITRIDAE

29.Milvusmigγα刀sトビ
30.Huteobuteoノスリ

31.Circusaeruginosusチュウヒ
F･FALCONIDAE

32.Falcosubbuteoチゴハヤブサ

33．F.tinnunculusチヨウケンボウ

F.RALLIDAE

34．Ra〃usaquaticusクイナ

35.Gα〃inulac/,joTopuSバグ
36．Fu〃cα“γαオオバン

F・CHARADRⅡDAE

37.Microsarcopscz刀eγeusケリ

F・SCOLOPACIDAE

38.Tγmgaerythropusツルシキ、

39．T.glaTeolaタカブシギ
40.T.hwoleucosイソシキ

41．Numeniusmadagascαγze〃aja

ホウロクシギ

ofHachiro-gatachiro-gataRegulatingReservoir.

42.GQ〃伽agogα〃"αgoタシキ
43．G．/lαγd血ck〃オオジシギ

F･PHALAROPODIDAE

AA.Phalα｢opuslobalus
アカェリヒレアシシギ

F.LARIDAE

45.LQγusrjd必世冗dusユリカモメ

46．L.argentα虹sセグロカモメ
47．L、cα”usカモメ

48．L、cγαsszγosi7jsウミネコ

49.Sler〃ααlb〃γo〃Sコアシサシ
F・COLUMBIDAE

50.Slrentove〃αo7je72jα〃sキジバト

F.CUCULIDAE

51．Cu“l秘Scα河oγ江sカッコウ

F.ALCEDINIDAE

52．AIcedoa雌加sカワセミ

F・ALAUDIDAE

53．AjαⅡdααγ,,,e71sisヒバリ

F.HIRUNDIN1DAE

54.R加ariαγゆarjaｼｮｳﾄ．ｳヅﾊ゙ ﾒ

55．〃〃wldoγus〃cαヅハメ

F.M0TACILL1DAE

56．M“α〔,j〃αα〃)αハクセキレイ

F.LANIIDAE

57.Laniusbucevhaんsモス

F.MUSCICAPIDAE

58.Sα工icolatorqualQノビタキ

59.Tur血Spa〃i血sシロハラ

60.Acrocephalusbisin･giceps
コヨ･シキリ

61．A．αTw1dmacGTZsオオヨシキリ

F･PARIDAE

62.Parus加αﾉoγシジュウカラ
F･EMBERIZIDAE

63.Emberizacioidesホオジドゴ

64.E.yessoensisコシュ’ノン

65..rusticaカシラダカ

66.E.spodocephalαアオジ
67.E.sclioeniclus'-'rオシュリン

F.FRINGILLIDAE

68.Card1je〃ssmjcaカワラヒワ

69．Le世COS〃cォgqrCtoaハキマシコ

F，PLOCEIDAE

70．PasseγruZ〃α〃sニュウナイスズメ

71．P．、o刀jα刀usススメ

F・STURNIDAE

72．s虹7．冗測scmeγace勉sムクト､リ

F.C0RV1UAE

73.Corvuficoroneハシボソガラス

74．C，macroγ/W〃c/,Csハシプトガラス
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表2調尚結采

Tab，2Censusresults
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3月

表3月別出現種数と出現個体数

Tab､3Monthlychangesinthenumberof

speciesandindividuals.’4月

ロ
幻

Ｆ
Ｄ

6月

7月

8月

9月

10月

11月

渡来期出現型：オナカカモ(98：0.2)，ホシハシロ

（6.4：3.6)，キンクロハジロ(9.3：0.7)，カルガ

モ(6.5：3.5）

渡去期出現型：コカモ(0.5：9.5）

ヒドリカモo:D

両期出現型：マカモ(5.3：4.7）

スズガモ(4．5：5.5）

となる。渡辺a980)ti,コガモを渡来期に，オナガ

ガモを渡去期に類別しており，この点のみがまったく

逆転するほどの比率で異なっている。内陸部の河川と

海岸部に近接する当地との環境差による季節的な変動

の違いと思われるが，カモ類の動態を把握するうえで

の貴重なてがかりであり，各地の状況を精在する必要

がある。

今回の調在中，冬鳥として扱われるカモ類の夏期出

l↓が見られたので特記したい。マカモの6．8月，コ

ガモの6月，オナガガモの6．8月，キンクロハシロ

の6．7月，ウミアイサの5．8月がそれて．ある。全

国的にみれば珍しい例ではないが，近年，各地でカモ

’12月

月別優占種

3Monthlychangesoftherelativenumber

inthedominantspecies.

旬
』
口
ご

図
画

れも潜水性のカモ類であり，その特質が狩猟圧に対す

る安全度を高めているように思う。狩猟期を終えた3

～4月には，カモ類は，再び集結傾向を難せるが，渡

来時に比し，その個体数は少ない。

渡辺(1980)は，信濃川大河津分水域に出現するカ

モ類を，渡来期，越冬期，渡去期，趣夏期にl天分し，

渡来期出現型と渡去期出現型およびIlllj期出現型に類別

している。この手法を当地のカモ類に適用したところ，

次の結果を得た。ただし，各月を旬間で算定した渡辺

(1980)に近似させるため，渡来jりlを9～10月，渡去

期を3～4月として処I'llした。各mの個体数は，表4

に示すとおりであり，それを渡来期個体数と渡去期個

体数の比率でみる出現型にまとめると，

－6－

マガ’モ

39．3％

ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ

26．0影

カルガモ

15.9％
他

ｷﾝｸﾛﾉ、ジロ

38．5％

マガモ

25．3％

カルガモ

12β先
他

Mar

Apr

May

J111!

J1】1

Aug

Sep

Oct

Nov

Dec

No.ofspecies

9科26種

181431ii

17f27

1914331

17科20種

191430種

181433種

1111-2411

1114-301

13科29IB

Nn.nfindividuals

2,915羽

2，529

330

569

1，082

1,25(）

1,244

34，895

89(）

738

カルガモ

32．1％

ヒバリ

13－0％

トト
ロー

ll－8f

ユリ

カモメ

10-3ヌ

他

ムクドリ

28－1％

カルガニ

132発

トビ

q0％
他

カルガ.モ

652％
他

ニュ.ウナイススメ

22－6％

カルガモ

17．5％

エリカモノ

12.2％

ムクドリ

12．1％
他

カルガモ

18．8％

ユリカモメ

18．7％

ショウド

ウもルツ

102％

他

キ ンクﾛﾉ､ジロ

64－9％

オナガガモ

24.4％
他

スズガモ

33.9％

キンクロハジロ

285形

ジ
モ
％

オ
ガ
〃

ホ
ロ
皿

他

ホオジロガモ

77.5影
他
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表4カモ類の出現甑と黍節別個体数

Tab､4SeasonalchangesofDucks.

42靴であり,CI*.に比し，サギ類，カモ類中のアイサ

属，峨原性鳥類などの減少が顕著である。出現個体数

が多L,地区は，最多出現種数を示すC区であったが，

密度m/km)で比較すれば,A区が4,504.2,B区が

2,689.6,C区が4,004.4となり，オっずかの差ではある

がA区がC区より高い。各月毎に密度を黙れば，繁殖

期である4～8月はA区がもっとも高密度となり，9

月以後は規則性がなく，特にカモ類の個体数変動によ

るところが大きい。

そこで，表6．図5に示すように，当地の代表的な

繁殖極であるカイツブリとオオバンの，そして代表的

なカモ類6穂の各区毎の月別密度をみることにした。

繁11Ⅷのカイツブリは，圧倒的にA区が高密度である

が，繁殖終期から家族期にｲ'1当する8．9月にはA区

からB区へと分布を広げ，10月以後は低密度で全域に

分散している。オオバンも同様にAEの密度が高↓､が，

BKにも比較的商い密度で分布しており，むしろ5

10j1はA区より1ﾙ密度になる。しかし,c区にはほと

んで出現してL,ない。これは,A区の西岸が他区に比

弧の繁殖が報じられているので，一応注|'すべき11例

ではないかと考える。

2．分布状況

洲査地である大潟橘から南部排水機場までの距離は

lOkmであり，調査域は約12.Ikraである。この帯状の調

炎地内に鳥類は一様に分布してL､るわけではない。そ

こで，調細世番号1～3に相当し，馬場||川河11部を

含む東部承水路南ⅢIIの2.4km"'AK;と調在地番号4～

5に相当し，調確池中岐大の水域であり，ノ|芸川，鳴川，

馬蹄川などの流入河川が多い調耀池東仙lの北部2.6km

B区).さらに，調査地番号6～11にｲII当し，日本海

に通じる船越水道につながる調整池西側の北部7.1km'

(C区）に分けて，それぞれの分布状況を把握しよう

とした。

その結果，図4にみ､る月別優占種は，金城のそれと

人差はないが，表5に示すように，出現種数と個体数

および密度にI'.'Iしては若干の相違がある。出現種数は

C区が多く，全種数の89.2％にあたる23科66種を!氾録

している。稚数の少ないBⅨは，58.3％にあたる21科

ワ
ー

m

マカﾞモ

カルガモ

コカ．モ

ヒドリガモ

オナガガモ

ハシヒロガーモ

ホシハンロ

キンクロハジロ

スス力”千

ｸﾛガモ

ホオジロガモ

ミコアイサ

ウミアイサ

カワアイ－1ナ

渡去m(3-4ji)

1,787*1

788

276

87

218

4

78

1,730

112

3

1

一
門
〕

0

0

渡米lﾛi(9-10月）

2,032羽

1,461

16

0

8,519

3

Ill)

22,641

93

(）

0

0

0

0

越冬期(11-12月）

0羽

1

7

0

6

0

58

282

305

0

7()3

29

1

33
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八郎潟調幣池北部の鳥類とそのﾉ|:_態

表5各区毎の出現種数、川現個体数、密度

Tab.5Monthlychangesinthenumberofspeciesandindividuals,andinthedensity

ateachinvestigatedai､ea．

表6主な水鳥の各|ﾒ:域における密度変化('iｲ位は羽Am

Tab.6MonthlychangesinIhedensityo「罰omewateI､bll､dsateachinvestigatedarea(InNo,'km'

－9－

Mar

Apr

Mav

Jun

Jul

Aug

Sep

0ct

Nov.

Drr

Total

Numberofspecies

A

7fI-19ft

11科171

imwM

1714251

1514151

1211181

124181

714121

814161

711121

2()1-501

'8

5科131

611111

nmii

1211121

1011111

1211-161

134181

811161

611121

611111

21:ﾄ42側

C

811181

mmm

141122種

1614251

1311151

17112311

1411241

811171

8:'25師

711-221

2311661

Numbei、ofindividuals

A

374羽

930

87

1III

322

344

231

8.491

旬
ｆ
ヴ
』

54

11,050

B

665羽

571

53

54

ii:-!

250

488

3，798

534

467

6，993

C

1,876皇月

1,028

190

375

647

656

532

22，612

288

227

28.-H1

Density(SoJMD

A(2.4km';

155.8

387．5

36．3

58．3

1342

143.3

96．3

3，537．9

32.1

22．5

4，6()4．2

B2.6kmノ

255.8

219.6

20．4

20．8

43．5

96．2

187.7

1，46().8

205.4

179.6

2，689．6

C(7.1k㎡,

264.2

144.8

26．8

52．8

91.1

92．4

74．9

3,184.8

40．6

32.(）

4，()()4．4

カイツブリPodicepsruficollis、

Mar･Apr・MayJun.Jul.Ai唱．Sep.Oct.Nov.Dec

A（）2－9259．61462()_87－9211：｛（）

B（）0．80．41．60．417．711．20．41．5（).4

C0．10．70，41．42．51．00．31．10．70．6

マガモAnasplatyr．/tynchos

Mar.Api．．MavJun.Jul.Aug.Sep.Oct.No,.．DGC

A0-8182.10()()000(）(）

B15．826．2（）（）000775．0（）（）

C155.519.00.30.30.1002.500

オオバンF〃Z(ｧaaIra

MaI．、Apr.MayJun･Jul.Aug.Sep、0ct･Nov、DGC

413．36．31．33．37．54．215．95.(）（）（).8

B01．21‘9（).40（）06．9（）（）

COOO（）000．10（）0

キンクロハンロA〃〃'"αん〃gula

Mar・Apr・MavJun.Jul.Aug.Sep・Oct・Nov．D“

A79．2136．302．5（）0（）77．1（).81．3

B31．254．20（）1.201．23M.895．40

C68．571．100．100（）削弘40．63．7

ｽスカモAul加qmqr"a

Mar.Api．．Ma,.Ju1'・Jul.AUB・Sep.Oct.Nov.Dec

A2()-.12-50（)()00017．50．4

B（）（）00（）0029．263．10

C7．3（).70（）000．12．313．80．3

ｶﾙガﾓA7laspoeciloy･如刀c/la

Mar.Apr、MavJun.Jul.Auk.Sep.Oct.Nov.Dec

A6．73().(）14．68．347．91().419．660．9（）（）

B129．627．35．4〔).425．423．130．0103．5（）0

Cl5．625．58．07．673．818．915．5111．4（).10

オナガガモA〃αsac“a

Mar・Apr．MavJun.Jul.Aug.Sep・Oct.No,，、DGC

AO4．2（）2．90（).85．0猟5.40（）

B3().(）43．800000192．3（）0．4

CO2．3（）000（).3（）（).70

ホオーシロカモBucephalaclaneula

Mar.Apr.MavJun.Jul.Aug.Sep.Oct・Nov・Dec

A（).4（）00（）00（）2．92，9

BO（〕00（）00020．817ｲ.2

C（）（）O（）（）00（）10．116．6
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主な水鳥の各|え域における密度変化

5Monthlychangesinthedensity(No.,'k㎡)ofsomewaterbirdsa

野心P、0(11.N〔八,．U“｡雌r、AP｢･MayJIUl･Jul･Aug､SEP・oC1．N､.．I)“

waterbirdsateachinvestigatedarea.
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八郎潟i淵撚池北部の鳥頬とその生態

し，ヨシなどの湿生植物が広範囲に繁ﾉ災してお')，両

種がこの湿原状の水域を繁殖地にしているためと思わ

れる。また，5月に減少傾向があらわれるのは，抱卵

もしくは育雛などの繁殖行動が密生したヨシ原の中で

あるため，観察されにくかったのではないかと考える。

カモ類については，カルガモ，オナガガモ，マガモ，

キンクロハシロ，スズガモ，ホオジロガモの6種が，

特に冬期間優占するので，個々にその動態を検i謝した。

カルガモは，調査地内でも少数繁殖するものの，多く

は周辺地であり，当地には採餌もしくは休息のために

集結するようである。繁殖期外のようすも含めて各区

毎の月別密度からみ､た分布のようすは,^,ずれの区も

同様の傾向を示している。つがい形成lUlと思われる3

月はB区が高密度である。

オナガガモは，渡来期である10月にはAB区に集中

し，特にA区が高密度になっている。渡去期は,10月

に比し個対数は減少しているものの，再び喋結傾向を

みせ,B区に多く集まっている。

マガモは，渡来期にB区が高密度になるが，渡去期は，

3月にはC区，4月にはAIﾒﾕと一定せず，その時の状

況により集団で移動しているようすがうかがわれる。

3月の個体数は，当月の全出現極中，最商値を示して

いる。

以上の3種は，繁卯加lのカルガモを除くと，大鮮で雌

散する傾向がみられ，しかも採餌場所が岸近い浅瀬と

いうこともあり，漁猟などの外圧の膨響をまともに受

けやすいと思われる。また，これらの3柾は,11-12

月の狩猟期にはほとんど出現していない。

総出現個体数が簸高価を示すキンクロ，､ジロは，漉

来および渡去時に高箭度となり，特に10月は，最尚値

である22,638羽を記録し,CIﾒ:に密雌した。狩猟lりlに

はいり，一時その数が減少するものの，狩猟川終了後

に再び集結する。その個体数は,10/1にはおよばない

が，3月には757羽，4月には9734-1を数えた。渡上期

の分布は，密度の尚L,順にA,C,Bとなるか，ほほ

全域に分散している。なお大群でしかも主にm央部で

確認されることから，調査地外のBKi郡Iに人群で点

在したカモ類のほとんどが水郁ではなかったかと頬推

している。

スズカモ，ホオジロガモは，主にBKをﾉ剛叶域にして

いる。前種に比し，大群を形成することが少なく，小

群でしきりに潜水しているのが観察された。なお，ホ

オジロガモは,11-12月と狩猟最盛期にいたっても個

体数を琳加させた数少ない種類である。

要約

l・八郎潟調整池北部の鳥類に関する調査は，1．2

月の結氷期を除く，1986年9月から1987年12月まで

行ｵつれた。

2．調査は，調整池北岸の堤防に沿い，大潟橋から南

部排水機場までの10km間を,1km毎に定点センサス

し，実施された。

3．調査期間中に確認された鳥類は，主に湖面および

その上空で認めたカイツブリ類，ガンカモ類，カモ

メ類などの5科28種，主に湖岸で認めたサギ類，シ

ギ・チドリ類，トビ，カラス類などの13科29種，主

に堤防際の草地で認めたキジバト，ヒバリ，カワラ

ヒワ，ムクドリなどの121117種，合計25科74種であ

る。

4．調商地内の留鳥は，カイツブリ，カルガモ，オオ

バンなどの7種であり，繁殖種は，カイツブリ，オ

オバン，ヒバ'ﾉなどの10種で｡ある。

5カモ類は，淡水性の6種と潜水性の8種，合計14

種である。

6．10月から4月までに優占する主な種は，10月のキ

ンクロハジロ，オナガガモ，11～12月のスズカモ，

キンクロハシロ，ホオジロガモ，3～4月のマガモ，

キンクロハジロ，カルカモと，すべてカモ類で．ある。

なお，カルガモは，ほかに5～9月も優占する。

7．カモ緬を渡来期と渡上期の個体数で比較したとき，

波来期出現型とゑなさｵ'る種は，オナガガモ，ホシ

ハジロ，キンクロハジロ，カルガモであり，渡去期

川現咽は，コガモ，ヒドリガモ，両期出現型は，マ

カモ，スズカモである。

8.tU塊種数は，調幣池西側の北部(C区）が多く，

金川現種数の89.2％に相当する23科66種である。ま

た，密度は，東部承水略南側(A区）が高く,Ikra

あた04,604.2羽て．ある。

9．種別にみた分布の状況は，一様ではなく，繁殖地，

採餌場所，休息地等の条件により，若干の偏りを尭

せる。
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EcologicalnotesoftheAvifaunainNorthernpartof

Hachiro－gataRegulatingReservoir,AkitaPrefecture

by

IchiroTAKAHASHI

Summary

1.1investigatedtheavilautiaandtheecologicalcharacteristicsofbirdsonthenorthernpartolHachiro

-galaregulatingreservoir,AkitaPre!･fi-omSeptember,1986toDecember,1987(exceptJan.andFeb.,because

ofFreezingSeason).

2.Thepointcensusmethodwasusedinthepresentinvestigation.Thepointstationwassettledat

intervalsolIkmfromOgataBridgetothesoutherndrainagestation(about10km).

3.Twentyfivefamiliesand74specieswererecorded.Ofthemfivefamiliesand28specieswereobserved

onthelake,thirteenfamiliesand29specieswerenotedattheshoreofthelake,twelvefamiliesand17species

werefoundatthegrasslandnearthedike.

4.Theresidentbirdswereispecies;LittleGrebe(ﾉわぬcepsﾉuficoUis),SpotbillDuck{Anaspoecilo-

γ/lyncha)､CooKF"〃“α〃α),Black-earedKite(M〃【I“〃"gγα":.s).WhiteWagtail(MりIaci"ααIba)､TreeSparrow

(Passeγ〃iontaiius).CarrionCrow(Corvuscoﾉひ":e).Thebreedingbirdswere10species;LittleGrebe,Chinese

LittleBittern(ﾉ'xobrychuss"花"sis),Schrenck'sLittleBittern(Ixobハ,'f/mseuγﾉ1Jﾉ"加加:s),SpotbillDuck,Black-

browedReedWarbler[Acrocepﾉlalusbistrigiceps).GreatReedWarbler{Acrocepﾉrailｨsαrund加αceus).

5.Duckswere14species,inwhichsixspeciesbelongedtothesurfacefeedingducksgroup(ANATINAE),

eightspeciesbelongedtothedivingducksgroup(NYROCINAE,MERGINAE).

6．Mainspeciesofthedominantsisalloftheducks.InOctober;TuftedDuck{Avlノハ'αん河"α),Pintail

{Anasααｲla).InNovemberandDecember;GreaterScaup{Aylhya碗αγ"α).TuftedDuck,Goldeneye{Buce-

”αiaclα"g"la).InMarchandApril;Mallard{A"α?splatyi加加/tos).TuftedDuck,SpotbillDuck.Andthen,

SpotbillDuckwerepredominantinspeciesfromMaytoSeptember.

7.Theducksweredividedintothreetypesasfollows;Inautumnbirdmigration,theducksincreasedin

numberwerePochard(Aythyafeγ伽α),TuftedDuckandSpotbillDuck.Inspringbirdmigration,theducks

increasedinnumberwereTeal(ル̂ ascrecca)andWigeon(Anaspe"aope).．Inautumnandspringbird

migration,theducksincreasedinnumberwereMallardandGreaterScaup.

8.Twentythreefamiliesand66specieswhichis89.2%inthepresentinvestigationwererecognizedin

Csection.Theper-square-kilometerbirdsdensityofAsectionwas4､,604.2.Thiswasthehighestdensitv.

9.Judgingfromeachspecies,thedistributionpatternoflivingbirdswerenotuniform・Itisunderthe

controlofthebreedingplace,thefeedingplace,therestingplaceandetc..
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